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1 ．はじめに
古琵琶湖層群は，400万年以上前の時代からほぼ連
続して堆積物を追える地層であり，その層序も火山
灰，古地磁気などによって詳細に確立されている．こ
のような場所は，日本国内でも限られており，この点
から古琵琶湖層群から産出する化石は，約400万年以
降の地球規模と地域固有の環境変遷を物語ることが可
能な貴重な資料であるといえる．ここでは，魚類を除
く脊椎動物化石について，その研究史と発見される化

石について紹介し，その意義について概略を述べる．
なお，足跡化石については，本特集の岡村（2017）あ
るいは岡村（2016）で述べられていることから，ここ
では簡単に触れるに留めた．

2 ．研究史
古琵琶湖層群産の脊椎動物化石についての最初の
記載は，ドイツ人研究者の Naumann（1881）によ
るものであった．Naumann は，1804年に大津市南
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庄から発見されたトウヨウゾウ化石について，他の
日本各地から発見されたゾウ化石と共にドイツの
Palaeontograhica 誌に報告した．その後，1950年代後
半からは，ゾウ化石を使った日本列島の生層序学議論
の中で，層序が明確な古琵琶湖層群産のゾウ化石が研
究対象の一部として使われた（池辺 1959；池辺ほか 
1965；Ikebe et al. 1966）．滋賀県産や古琵琶湖層群産
の脊椎動物化石がまとめられたものは結城（1959），
松岡・結城（1974）に始まる．1979年には滋賀県自然
保護財団の出版物によって，それまで琵琶湖周辺で発
見されていた陸上脊椎動物化石がまとめられ，また
1991年には1979年の報告の改訂版として，同様の出版
物が出された（岡崎・松岡 1979；松岡ほか 1991）．
これらの報告によって古琵琶湖層群の陸上脊椎動物化
石の概要がつかめるようになった．1980年代以降に
は，火山灰層序を基に大阪層群や東海層群といった日
本の代表的な鮮新－更新世の地層と古琵琶湖層群が対
比されるようになり，脊椎動物化石の産出時代につい
ての議論が行われた．それらは，ゾウ化石を中心に
議論され，古い方からシンシュウゾウ帯（Stegodon 
shinshuensis zone），アケボノゾウ帯（Stegodon aurorae 
zone），シガゾウ帯（Mammuthus shigensis zone），トウ
ヨウゾウ帯（Stegodon orientalis zone），ナウマンゾウ
帯（Palaeoloxodon naumanni zone）が作られた（Kamei 
1984；亀井 1985；樽野 1983；樽野・亀井 1993）．樽
野（2010）は，これらのゾウの名称と初出の産出年代
について，シンシュウゾウ帯に含まれていたゾウをシ
ンシュウゾウ S. shinshuensis（5.2 Ma）とミエゾウ S. 
miensis（4.3 Ma）に，また，アケボノゾウ帯に含まれ
ていたゾウをアケボノゾウ類似種 S. aff. aurorae（2.3 
Ma）とアケボノゾウ S. aurorae（1.8 Ma）にしたほ
か，シガゾウとしていたものをトロゴンテリゾウ
Mammuthus trogontherii（1.2 Ma）として扱った．その
ほかゾウ類であるトウヨウゾウ S. orientalis（0.6 Ma），
ナウマンゾウ P. naumanni（0.35 Ma）については名称
の変更はなかった．
一方，1988年に甲西町吉永（現在，湖南市吉永）の
野洲川の河原からは，保存のよいゾウ類と偶蹄類の足
跡化石が発見され調査が行われた（亀井ほか 1989；
野洲川足跡化石調査団 1995）．この発見をきっかけと
して，その後，古琵琶湖層群における足跡化石の調査
が開始された．古琵琶湖層群からの足跡化石について
の最新のまとめは，岡村（2016）および岡村（2017）
に報告されているが，それによれば，これまで60箇所
以上の産地が確認されている．その種類については，
哺乳類としては，ゾウ類，偶蹄類（シカ類），サイ類
が，また爬虫類としてはワニ類が報告されている（岡
村 2016，2017）．これらの中で，最近になって各地で

サイ類の足跡化石が発見されるようになったのが注目
される点である（岡村 2016，2017；岡村ほか 2011，
2016）．これらの足跡化石の研究は，歯や骨格の化石
からの情報を補う重要なものであり，今後，両者をあ
わせて検討していくことが重要である．

3 ．古琵琶湖層群の脊椎動物化石
以下に，いくつかの時代に分けて，その産出化石を

述べる．
（ 1）上野層・伊賀層の時代
約440～320万年前．現在に比較すると世界的に温暖

な気候にあった（Lisiecki and Raymo 2005）．此松
（2004）は，上野層や伊賀層の植物化石をまとめる中
で，それまでの報告に新たな資料を加え，この時代に
は25科42属がみられるとしている．古琵琶湖層群の最
下層に位置する上野層の時代の木々は，亜熱帯から温
帯にかけて分布する種類が多く見られ，特にフジイマ
ツ，イヌカラマツ，スイショウ，メタセコイア，コウ
ヨウザン，ペカン属，アカガシ亜属，エゴノキなどの
前の時代のさらに温暖な気候であった時代に繁栄して
いた植物がこの時代にも続いていたことを示した．
こうした温暖な気候を好む植物が残っている環境

で，陸上動物たちも温暖な気候を好む動物たちが生息
していたことが化石から伺える．この時代からは，哺
乳類としては，ミエゾウの臼歯や骨格の一部，サイ類
の手根骨，シカ類の角や歯，イノシシ類の下顎骨，ウ
サギ類の頭骨の一部などが，また爬虫類としてはワニ
類の臼歯や下顎骨，スッポン類やハナガメ類の甲羅な
どが発見されている（河村・奥山 1995；Kawamura 
et al. 2009；松岡ほか 1991；谷本・奥山 1998）．
ミエゾウ S. miensisは，中国北部から発見されるツ

ダンスキーゾウ S. zdanskyiと近縁と考えられており
（Saegusa 1996；樽野 2010），特に長野県長野市中条
角倉裏の沢の約5.2 Ma から発見されているシンシュ
ウゾウ S. shinshuensisのタイプ標本や宮城県仙台市宮
城野区榴岡の約5.3 Ma の時代から産出している臼歯
化石は，第 3大臼歯の稜数が 8稜でありツダンスキー
ゾウの変異の中に含まれることから，Saegusa et 
al.（2005）はこうした標本をツダンスキーゾウとし，
樽野（2010）はミエゾウと区別してシンシュウゾウと
呼んでいる．これに対して古琵琶湖層群の上野層から
発見されている第 3大臼歯の稜数は 9稜であり，やや
進歩型の形質を示すことからミエゾウと呼んでいる
（樽野 2010）．
足跡化石は，三重県伊賀市を流れる服部川に露出す

る上野層からは，ゾウ類，サイ類，シカ類，ワニ類，
トリ類などが報告されている（岡村 2016）．特に1993
年に発見されたワニ類の足跡化石は，古環境や堆積環
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境も含めた総合的な調査が行われた（服部川足跡化石
調査団 1996）．

（ 2）阿山層・甲賀層
約320万年前～260万年前．この時代からはスッポン
類の甲羅や骨格の一部，ワニ類の歯，シカ類の指の
骨，イノシシ類の環椎などの化石が報告されているだ
けである（松岡ほか 1991）．この時代は，前の時代に
比較して湖が拡大すると同時に深くなっていったこと
から，陸上動物の化石が見つかることが少ないと考え
られるが，全国的にもこの時代の脊椎動物化石はあま
り産出していない．
足跡化石は，ゾウ類，サイ類，シカ類，ワニ類，ト
リ類などが発見されている（岡村 2016）．

（ 3）蒲生層
約260万年前～180万年前．この時代からは，カメ類
の甲羅，ワニ類の歯，アケボノゾウの全身骨格や臼
歯，シカ類の全身骨格などの化石が発見されている
（松岡ほか 1991；小西・音田 1994，阿部ほか 1994；
多賀町教育委員会 2017）．
アケボノゾウの全身骨格は，琵琶湖の東部に位置す
る多賀町四手から1993年に発見された（小西・音田 
1994；雨森ほか 1995）．このアケボノゾウの発見場所
周辺からは，シカ類の全身骨格やワニ類の歯，カメ類
の甲羅が発見されている．その年代については，近年
総合調査が行われ，火山灰層序学の研究から190～180
万年前と確定された（里口 2017）．また，花粉化石や
大型植物化石の研究からメタセコイアやスイショウの
優勢な針葉樹が広がっていたことや，花粉化石からは
ブナ属，コナラ亜属，ニレ属／ケヤキ属が，また大型
植物からはブナ属，トチノキ，エゴノキなどの落葉広
葉樹が生えていたことが推定された（大﨑ほか 2017；
山川ほか 2017）．このような針葉樹と落葉広葉樹の混
交林から推定される気候は，現在の多賀町周辺とあま
りかわらない気候であったと考えられる．ここから
は，足跡化石も発見されているが，それらはサイ類の
ものと偶蹄類のものと判断された（岡村 2017）．

（ 4）堅田層
蒲生層の上位には，河川成の草津層があるが，ここ
からは化石は報告されていない．草津層のさらに上位
には約130万年前～50万年前の堅田層がある．この層
準からは，ゾウ類の臼歯や下顎骨，その他の体の
骨，シカ類の角，ウシ類の上顎骨や下顎骨，ネズミ
類の切歯などの化石が発見されている（Hiki 1915；
Kawamura and Iida 1989；松岡ほか 1991；田村ほか 
1982）．ゾウ類は， 2 種類が産出しており，約70万年

前後の時代からムカシマンモスゾウ Mammuthus 
protomammonteusが，また約60～50万年前からトウヨ
ウゾウ Stegodon orientalisが発見されている．ムカシマン
モスゾウは，原記載では Archidiskodon paramammonteus
（Matsumoto and Ozaki 1959）とされたが，その後シガゾ
ウ Elephas shigensis（Kamei 1966）やM. paramammonteus 
あるいは M. protomammonteus（大塚 1978）とされた
こともある．近年では M. torogontheriiに同定した報
告もある（樽野・河村 2007）．しかし，国内のトロゴ
ンテリ段階のゾウは，ユーラシア大陸で記載されてい
る M. torogontheriiよりは小型で，咬板数が少ない傾
向にあること，咬板の形態が若干異なることから大陸
のトロゴンテリゾウとは別種あるいは別亜種とすべき
と考えられる（Kitagawa et al. 2014；Takahashi et 
al. 2017）．
大津市南庄のトウヨウゾウ化石は，江戸時代末期に

発見されたもので，前述したようにナウマンによって
記載されたものである（Naumann 1881）．この時代
から発見されるシカ類としては，カズサジカ Cervus 
kazusensisが同定されている（田村ほか 1982）．
足跡化石では，ゾウ類，サイ類，シカ類が報告され

ており，サイ類の歯や骨の化石が発見されていないこ
の時代から，その足跡化石が報告されているのは興味
深い（岡村ほか 2011；岡村 2016）．
堅田層の上位には，伊香立層があるが，ここからは

脊椎動物の化石は報告されていない．

（ 5）段丘堆積物の時代
琵琶湖の東部の多賀町を流れる芹川の河床からは，

これまでナウマンゾウの臼歯や切歯化石が17点発見さ
れている．そのうち 2点の臼歯化石および切歯化石と
共産した材の暦年較正しない AMS14C 年代は，約
34,000～25,300 yrBP であった（北川ほか 2009；田村 
2015）．これらの年代は，ナウマンゾウの絶滅期（暦
年較正しない年代で23,000年前，Iwase et al. 2011）
に近い年代であり，一地点から複数得られる標本群と
して重要である．

４ �．日本の鮮新−更新世の動物相と古琵琶湖層群の脊
椎動物化石
日本列島は，アジア大陸の東側に位置する島国であ

る．このため，日本列島の動物相の形成においては，
大陸との陸地による接続状態が重要である．その侵入
ルートは，北からサハリンを経由するルート，西から
陸化した東シナ海を経由するルート，南から琉球列島
を経由するルートなどが考えられるが，とりわけ同じ
気候帯を通過できる西からのルートが日本列島の鮮
新－更新統の動物相の形成において最も重要であった
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（Iwase et al. 2015；高橋 2007；Takahashi and Izuho 
2012）．さらに，第四紀は，地球規模での寒暖の繰り
返しが頻繁にみられた時代であるが，日本列島が緯度
的に中緯度であることは，地球規模の気候変動による
寒暖の影響を受けやすい位置でもあった．したがっ
て，それに伴う植物相の変化も頻繁で，植生に依存す
る草食性の動物のみならず，その動物を捕食する肉食
性の動物も当然の結果として大きく影響を受けたこと
が推定される．
このことから，高橋（2007）やTakahashi and Izuho
（2012）では，大陸との接続関係や古気候を配慮し，
日本列島の鮮新−更新世の哺乳類動物相を第 1期（約
500～350万年前），第 2期（約350～240万年前），第 3
期（約240～170万年前），第 4 期（約170万年前～現
在）に分けた．第 1期は，大陸と日本列島が東シナ海
北部～朝鮮・対馬海峡部（日本列島西方海域）で接続
をしていた（Koizumi 1992；北村・木元 2004）時期
であり，気温は現在よりも温暖で，現在の暖温帯南部
以南に生息する植物が少なくとも西日本には分布して
いた時代である（Suzuki and Manabe 1982；Sohma  
1986；Momohara 1994）．この陸橋を通って亜熱帯
性の動物が日本にも渡来していた（高橋・北林編 
2001）．
古琵琶湖層群下部の上野層や伊賀層の動物相は，こ

うしたやや温暖な気候に生息していた動物やそのなご
りともいえる動物たちである．同様な時代である約
350万年前のまとまった化石は，国内からは大分県宇
佐市安心院周辺（高橋・北林編 2001）と三重県津市
の三重総合博物館の建設現場からも報告されている
（中川編 2014）．これらの脊椎動物化石群集はよく類
似しており，一連の動物相がこの時代にすくなくとも
九州北部から西日本にまで分布していたことがわか
る．このうち，宇佐市安心院周辺から発見された動物
群は「安心院動物化石群」と名付けられた（高橋 
2001）．それらは，ミエゾウ，サイ類，サンバーなど
の大型哺乳類とクロコダイルおよびアリゲータの 2種
類からならワニ類，スッポン，ハナガメ，オオアタマ
ガメ，カントンクサガメなどのカメ類，多くの鳥類の
化石から構成されている．それらは，現在の中国南部
から東南アジアにかけて同種あるいは相当する種が分
布している．
第 2 期の始まる350万年前には，それまで続いてい

た日本列島西方海域での大陸との接続が切れた
（Koizumi 1992）．その後再び接続したが，その接続
は320万年前，290万年前，240万年前の時期には度々
途切れ，大陸との接続は地質学的な時間スケールにお
いては不安定な状態が繰り返されたと考えられている
（Kitamura and Kimoto 2006）．

気候的には，古琵琶湖層群と隣接する大阪層群でも
亜熱帯性を示す植物化石群の要素は消滅し，温帯針葉
樹と冷温帯の要素が出現・増加するような環境となっ
たことが知られている（百原 1993）．おそらくこの時
期には，海で囲まれ島嶼化していた日本列島において
は、動物たちは無制限に南下することができず，気候
の寒冷化によって絶滅したものもいたと考えられる
が，この時代の哺乳類化石として発見されている種類
は多くなく，具体的な証拠は明らかになっていない．
このような中で，第 1期に日本列島に生息していた肩
の高さが 4メートル近くある大型のゾウ類のミエゾウ
Stegodon miensisは寒冷化に耐え，島嶼化に適応して
2 メートル前後の小型化したアケボノゾウ S. aurorae
へと変化することで生存し続けた種であると思われ
る．この大型のステゴドンからアケボノゾウへと小型
する過程は，臼歯の稜数にも表れており，樽野
（2010）は，第 3大臼歯の稜数が S. shinshuensis：8稜，
S. miensis：9～10稜，S. aff. aurorae：11稜，S. aurorae：
12～13稜であるとした．S. miensisと S. auroraeの中間系
は，樽野（2010）では S. aff. auroraeとしているが，Aiba 
et al.（2010）はこれをハチオウジゾウ S. protoaurorae
と呼び，別種として扱っている．いずれにしても，大
陸で生息していたツダンスキーゾウが日本列島の中で
臼歯の稜数を増しながら小型化していった過程を見る
ことができる．
この時代は，古琵琶湖層群では阿山層，甲賀層の時

代であるが，この時代の動物相は前述したように産出
が少なく，議論するには十分な資料がない．
第 3期（約240～170万年前）は，日本列島西方海域

における大陸との接続が240万年前や190万年前に断た
れることがあり，この時期も長い時間スケールでいえ
ば不安定な接続状態であったことが伺われる
（Kitamura and Kimoto 2006）．
この時期には地球規模で前の時代に比べ寒冷化が進

んだことが知られているが，Momohara（1994）は，
大阪層群の植物化石の研究から，この時期の気候を夏
季の気温が冷涼で冬季の気候が温暖な海洋性気候で
あったと推定している．このような気候によって大陸
では亜熱帯性の動物たちは第 1期や第 2期に比較して
さらに南下することで，中国中・北部には冷温帯性の
動物たちが生息していたと考えられるが，日本列島西
方海域を経てそれらが日本列島に渡来した．それら
は，シカマシフゾウやカズサジカ，ニッポンチタール
などと呼ばれているシカ類であるが，類似した形態を
持つ種は大陸の前期更新世の山西省西候度，陝西省藍
田，河北省泥河湾などから発見されている．渡来した
動物たちは，第 2期から日本列島で生き残っていた種
類（たとえばアケボノゾウ）といっしょになってこの
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時期の動物相を構成したと考えられる．
多賀町四手の古琵琶湖層群蒲生層からは，1993年に

同一個体のまとまったアケボノゾウが発掘された．国
内で発見されているアケボノゾウ標本の中で，最も産
出部位の多い個体である（小西 2000，2005）．その
個々の標本に関する記載は報告されていないが，全身
の骨格復元が行われ，その骨格復元の特徴やその問題
点については述べられている（小西 2000，2005）．ア
ケボノゾウの全身骨格復元は，多賀町のほか，兵庫県
明石市（樽野・紀川 1975）や神戸市（前田・嘴本 
1983；前田ほか 1991；三枝ほか 1991），埼玉県狭山
市（堀口ほか 1978；坂本ほか 1988）から発見された
標本によっても行われている．多賀標本は，他の復元
されたアケボノゾウの中では大きいが，その肩高（こ
の場合は足先から肩甲骨の背側端までの高さ）は 2 m
弱に復元され，このゾウがゾウとしては小型であ
ることが伺える．頭骨の前頭部に見られるくぼみ
（Epifrontalonasal fossa）は大陸に生息していた祖先
種と考えられるツダンスキーゾウとも共通なこと
（Saegusa 1987）から，大陸に生息していたツダンス
キーゾウが日本に渡り，固有なミエゾウになり，さら
にそれが小型化してアケボノゾウになったと考えられ
ている（Aiba et al. 2010，樽野 2010）．アケボノゾウ
は約200～100万年まえの岩手県南部～長崎県にかけて
発見されており，その生息環境については，いくつか
のアケボノゾウの発掘場所やその時代の足跡化石調査
地点における花粉化石や植物化石などの結果が報告さ
れており，多賀町における結果と同様に冷温帯の針葉
樹と落葉広葉樹の混交林であったとされている（入間
川足跡化石発掘調査団 1995；富田林市石川化石発掘
調査団 1994）．
第 4 期である約170万年前以降は，それまでの時代

とは大きく異なり，基本的に日本列島西方海域が海峡
として成立し，氷河性海水準変動の影響で低海水準期
にのみ西方海域に陸橋が形成されていた時代である
（多田・入野 1994；Kitamura et al. 2001；Kitamura 
and Kimoto 2006）．陸橋が形成された時間は地質学
的にはごく短かったが，陸橋が形成される度に新たな
動物群の渡来が大陸からあり，固有化していく在来の
動物相に影響を与えたと考えられる．従来，更新世に
おける哺乳類相が細かく分帯されてきたのは，大陸と
の接続が起こったときに新たな動物種が渡来し，それ
らを指標としたためであると考えられる．
河村ほか（1989）や河村（1990，1998）は，前期更

新世から中期更新世にかけて，漸移的に動物相が移行
し，中期更新世中期には，すでに約半数が現在の構成
種となっており，固有種の割合が高いとしている．ま
た，後期更新世前期にも大陸からの動物群の渡来が無

かったために，中期更新世後期の動物相の特徴がその
まま引き継がれているとした．このようなことから，
周口店動物群，万県動物群，黄土動物群などの大陸か
ら日本への大量の渡来を否定した．170万年前以降に
は，日本列島はほぼ島嶼化しており，同じ気候帯が続
くことで植生が類似し，動物が渡来しやすい日本列島
西方海域の陸化が，氷河性海水準変動の低海水面期に
しか起こらないことを考えれば，大陸から日本列島へ
の動物群の渡来は限られていたと考えるのは妥当であ
る．むしろ，大局的に見れば日本列島の動物相は，こ
の170万年前からはじまる島嶼化の時代に，日本列島
の中で絶滅や固有化していくことによってできあがっ
たと見なすべきであろう．そうした中で，地質学的に
短い期間ではあるが度々起こる大陸との接続時期に，
渡来する動物たちによって列島内の構成種に多少の変
化が作られていったと考えられる．
古琵琶湖層群から報告されたシガゾウは，関東など

で産出するムカシマンモスゾウとも同種であり，それ
らを合わせて近年では大陸から報告されているトロゴ
ンテリゾウに同定されている（樽野・河村 2007；樽
野 2010）．しかし，Kitagawa et al.（2014）やTakahashi 
et al.（2016）では，これらは大陸のものに比較して，
小型で咬板数がやや少ない傾向にあるほか，咬板の形
態が異なることを明らかにした．これは，この時代に
大陸種が日本の中で固有化している状態を示している
ひとつの例であると考えられる．
約60万年前から50万年前の時代からは，日本列島の

各地からトウヨウゾウ，スイギュウ，ニッポンサイ，
ヨウシトラなどの亜熱帯性の動物たちの報告がある．
こうした亜熱帯性の動物たちは，第 3期に一端消滅し
てしまっていたが，第 4期のこの短い期間にのみ再び
日本列島に出現し，その後絶滅したと考えられる．古
琵琶湖層群においても，この時代にはトウヨウゾウや
ウシ類の化石が報告されているほか，サイ類の足跡化
石も近年発見された（岡村 2016）．サイ類の足跡化石
は，約360万年前から約50万年前まで断続的に産出
（岡村 2017）していることから，こうした亜熱帯性
の動物相の日本における絶滅時期も再考する必要があ
るのかもしれない．
MIS 11あるいはMIS 10の時代にナウマンゾウやオ
オツノジカを含む動物群が渡来したのを最後に，西方
海域を経由して日本列島に渡来した新たな動物群は確
かめられていない．この時期には，ますます動物の固
有化が進んだと考えられる．その一方で，MIS 4 お
よびMIS 2 といった寒冷期には，それまで見られな
かったサハリンを経由する北の経路から，本州中央部
にまで寒冷な気候に適応したマンモスゾウ，ヘラジ
カ，バイソンを含む動物群の渡来があったが，古琵琶
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湖地域にはそれらが渡来した形跡はない．
最終氷期最寒冷期に向かって気候が厳しさを増す

と，ナウマンゾウの生息していた落葉広葉樹と針葉樹
の混ざる森は，少なくとも東日本以北では，針葉樹の
森へと変化していき，小さな集団で残っていったナウ
マンゾウたちも，暦年較正年代で約28,000～26,000年
前にそのほとんどが絶滅していったものと考えられる
（Iwase et al. 2011）．最終氷期最寒冷期からその後迎
える温暖期への気候の振幅は，大きな植生の変化を伴
い，温暖な気候に適応した動物も寒冷な気候に適応し
た動物も絶滅へと導いた．特に大型の動物が大きな影
響を受け，北ではマンモスゾウやバイソン，それより
南側ではナウマンゾウ，ヤベオオツノジカなどがいな
くなり，現在の中～小型の哺乳動物相ができあがった
と考えられる．多賀町から発見されているナウマンゾ
ウ化石は，こうした最終氷期最寒冷期直前の 4～ 3万
年前（暦年較正した年代）の絶滅直前のナウマンゾウ
たちである．
以上のように，層序が確立された古琵琶湖層群から
発見されているこれらの脊椎動物化石はその年代が明
確にわかり，400万年間に渡る動物相の変化を追うこ
とができる点で重要な化石たちであるといえる．
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番
号 産　　地 部　　位 層　　準 文　　献

ゾウ類（ミエゾウ　Stegodon miensis）
1 三重県伊賀市畑村，服部川河床 右下顎第 3大臼歯 古琵琶湖層群上野層，服部川Ⅰ・Ⅱ

火山灰層の間
奥山（1993）

2 三重県伊賀市真泥，真泥ダム 左下顎第 3大臼歯 古琵琶湖層群伊賀層炊村部層 Kamei（1984），松岡ほか（1991）
ゾウ類（産出層準からミエゾウと推定）　Stegodon cf. miensis）
3 三重県伊賀市畑村，服部川河床 右上腕骨骨頭，

乳臼歯片
古琵琶湖層群上野層中村部層，服部
川Ⅰ・Ⅱ火山灰層の間

奥山（1988），松岡ほか（1991）

4 三重県伊賀市小杉，奥谷 切歯 古琵琶湖層群伊賀層柘植部層，湯舟
火山灰層の15m下位

角田（1958），岡崎・松岡（1979）

5 三重県伊賀市御代，山の下 切歯の一部 古琵琶湖層群伊賀層柘植部層 川口（1983），松岡ほか（1991）
ゾウ類（アケボノゾウ　Stegodon aurorae）
6 滋賀県犬上郡多賀町四手 全身骨格 古琵琶湖層群蒲生層，桐生Ⅱ火山灰

の上位
雨森ほか（1995），
小西（2000，2005）

7 滋賀県蒲生郡日野町野出，佐久良
川河床

上顎臼歯 古琵琶湖層群蒲生層，桐生Ⅱ火山灰
の上位

岡崎・松岡（1979）

8 滋賀県大津市千野 左上顎第 3大臼歯 古琵琶湖層群堅田層，栗原Ⅱ火山灰
の14m下位

Matsumoto and Okazaki （1957）， 
結城（1959），Kamei（1966），
樽野ほか（1983），松岡ほか（1991）

ゾウ類（産出層準からアケボノゾウ　Stegodon cf. auroraeと推定）
9 滋賀県蒲生郡日野町蓮華寺 右脛骨 蒲生累層？（転石）　 結城（1959），松岡・結城（1974），

岡崎・松岡（1974）
ゾウ類（ムカシマンモス　Mammuthus protomammonteus）
10 滋賀県大津市小野西尾1717 左下顎第 2大臼歯 古琵琶湖層群堅田層栗原互層 Matsumoto and Okazaki（1957），

結城（1959），Kmei（1966），
岡崎・松岡（1979）

11 滋賀県大津市真野佐川町後山 左第 3大臼歯付き
左下顎骨

古琵琶湖層群堅田層栗原互層，栗原
Ⅱ・Ⅲ火山灰層の間

Kamei（1966），
岡崎・松岡（1979）

12 滋賀県大津市仰木町宮城谷 右上顎第 3大臼歯 古琵琶湖層群堅田層栗原互層，栗原
Ⅱ・Ⅲ火山灰層の間

結城（1959）， Kamei（1966）， 
岡崎・松岡（1979）

13 滋賀県大津市真野（詳細不明） 右上顎第 3大臼歯 不明（堅田層？） 松岡・結城（1974），岡崎・松岡
（1979）

14 滋賀県大津市，和邇川河床 下顎第 4小臼歯ま
たは第 1大臼歯

不明（転石） 松岡・結城（1974），岡崎・松岡
（1979）

15 滋賀県大津市阪本 右下顎第 3大臼歯 不明（堅田層？） 松岡・結城（1974），岡崎・松岡
（1979）

16 産出地不明 左下顎第 2または
第 3大臼歯

不明（堅田層？） 松岡ほか（1991）

ゾウ類（トウヨウゾウ　Stegodon orientalis）
17 滋賀県大津市伊香立南庄町 左右上下顎骨，体

幹骨など
古琵琶湖層群堅田層，上仰木火山灰
層直上

Naumann（1881），
岡崎・松岡（1979）

ゾウ類（ナウマンゾウ　Palaeoloxodon naumanni）
18 滋賀県多賀町久徳，芹川河床 臼歯（15個），切

歯および切歯片
（ 2個）

河床の礫層 松岡・結城（1974），岡崎・松岡
（1979），藤本・多賀町自然を探
る会（1981）

19 滋賀県大津市石山南郷町，瀬田川
河床

左上顎臼歯 不明（転石） 松岡・結城（1974），岡崎・松岡
（1979）

ゾウ類（種類不明　Elephantidae gen. et sp. indet．）
20 滋賀県大津市和邇 上腕骨 不明（堅田層？） 結城（1959），松岡・結城（1974），

岡崎・松岡（1979）
21 滋賀県野洲市，鏡山？ 臼歯 不明 木内（1974，1801），松岡・結城

（1974），岡崎・松岡（1979）
22 滋賀県大津市清和町 切歯の一部 古琵琶湖層群堅田累層，栗原Ⅰ火山

灰の下位
松岡ほか（1991）

23 滋賀県大津市真野 切歯の一部 不明（堅田層？） 松岡ほか（1991）
シカ類（カズサジカ　Cervus kazusensis）
24 滋賀県大津市陽明町 左角と前頭骨 古琵琶湖層群堅田層比良園粘土層，

栗原Ⅰ火山灰層の下位45m
田村ほか（1982）

25 滋賀県大津市仰木町 左角の一部 古琵琶湖層群堅田層栗原互層，栗原
Ⅰ火山灰層中

岡村ほか（1985）

26 滋賀県大津市清和町 右角 古琵琶湖層群堅田層栗原互層下部 岡村ほか（1985）
シカ類（種類不明　Cervidae gen. et sp. indet.）
27 三重県伊賀市畑村，服部川河床 下顎骨，歯，指骨 古琵琶湖層群伊賀層下部 奥山（1988，1989，1990）

表 １．古琵琶湖層群産脊椎動物化石リスト（魚類および足跡化石は除く）．
本リストは岡崎・松岡（1979）および松岡ほか（1991）を基にしてそれ以降に発見されたものを追加して作成した．地名は論文に書か
れている場所を新地名に変更した．一部，古琵琶湖層群よりも新しい時代のものも含んでいる．
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番
号 産　　地 部　　位 層　　準 文　　献

28 滋賀県甲賀市甲南町上馬杉 指骨片（基節骨） 古琵琶湖層群阿山層，上馬杉火山灰
層準付近

松岡ほか（1991）

29 滋賀県蒲生郡日野町西大路 左大腿骨近位端，
骨片

古琵琶湖層群蒲生層，原火山灰層の
下位

岡崎・松岡（1979）

30 滋賀県蒲生郡日野町河原北山 四肢骨，椎骨など 古琵琶湖層群蒲生層，原火山灰層の
約11m下位

松岡ほか（1991）

31 滋賀県蒲生郡日野町鳥居平新田 左下顎骨，前臼歯 古琵琶湖層群蒲生層，原火山灰層付
近

広瀬（1934），高井（1939），
岡崎・松岡（1979）

32 滋賀県蒲生郡日野町佐久良川河床 右肩甲骨，左右後
肢骨の一部

古琵琶湖層群蒲生層，桐生Ⅱ火山灰
層直上

岡崎・松岡（1979）

33 滋賀県犬上郡多賀町，犬上川寿福
橋付近

右脛骨 不明 松岡・結城（1974）

34 滋賀県犬上郡多賀町四手 角，体幹骨，
体肢骨

古琵琶湖層群蒲生層四手部層，桐生
Ⅱ火山灰層下位～五軒茶屋火山灰層
下位

阿部ほか（1994），高橋・琵琶湖
博物館はしかけ「古琵琶湖発掘調
査隊」（2017）

35 滋賀県大津市伊香立南庄町 指骨（中節骨） 古琵琶湖層群堅田層，佐川Ⅲ火山灰
層直下

岡崎・松岡（1979）

36 滋賀県大津市日吉台二丁目 右下顎骨片 古琵琶湖層群堅田層佐川粘土層 松岡ほか（1991）
37 滋賀県大津市伊香立南庄町 左大腿骨，骨片 古琵琶湖層群堅田層，上仰木火山灰

層の上位
Naumann（1881），
岡崎・松岡（1979）

38 滋賀県大津市真野家田町 腰椎 3点 古琵琶湖層群堅田層 結城（1958），松岡・結城（1974），
岡崎・松岡（1979）

イノシシ類（種類不明　Suidae gen. et sp. indet.）
39 三重県伊賀市平田，服部川河床 下顎骨 古琵琶湖層群上野層 Kawamura et al.（2009），

松橋（2009）
40 滋賀県甲賀市小佐治 環椎 古琵琶湖層群甲賀層佐治川部層，

小佐治火山灰層の数m下位
岡崎ほか（1983）,
松岡ほか（1991）

ウシ類（種類不明　Bovidae gen. et sp. indet.）
41 滋賀県大津市下龍華 上顎第 4 小臼歯，

第 1，第 2大臼歯
古琵琶湖層群堅田層佐川粘土層，佐
川Ⅰ・大谷火山灰層間

Hiki（1915），岡崎・松岡（1979）

42 滋賀県大津市雄琴 左上下顎骨，
右下顎骨，臼歯

不明 松岡・結城（1974），岡崎・松岡
（1979）

ネズミ類（ヒメネズミ Apodemus argenteus）
43 滋賀県大津市栗原 上顎第 1大臼歯 古琵琶湖層群堅田層比良園粘土層，

バイオタイトⅡ火山灰層の下位15～
20m

Kawamura and Iida （1989）

ウサギ類（種類不明　Leporidae gen. et sp. indet.）
44 三重県伊賀市畑村，服部川河床 頭蓋片，上顎歯 古琵琶湖層群上野層中村部層，服部

川Ⅰ・Ⅱ火山灰層間
奥山（1990），河村・奥山（1995）

ヘビウ類（ヘビウ　Anhinga sp.）
45 三重県伊賀市畑村，服部川河床 右上腕骨 古琵琶湖層群中村部層，服部川Ⅰ・

Ⅱ火山灰層間
小野（1983），松岡ほか（1991）

爬虫類（ワニ類　Crocodilia gen. et sp. indet.）
46 三重県伊賀市畑村，服部川河床 歯，上顎骨 古琵琶湖層群上野層中村部層，服部

川Ⅰ・Ⅱ火山灰層間
奥山（1981b，1983，1984，1985，
1988），川口・北田（1982）松岡
ほか（1991），谷本・奥山（1998）

47 滋賀県甲賀市甲南町希望が丘 歯 古琵琶湖層群甲賀層佐治川部層，
砂坂火山灰層準

松岡ほか（1991）

48 滋賀県甲賀市甲南町寺庄 歯 古琵琶湖層群甲賀層佐治川部層，
砂坂火山灰層準

松岡ほか（1991）

49 滋賀県甲賀市甲南町隠岐 歯 古琵琶湖層群甲賀層佐治川部層，
砂坂火山灰層準

松岡ほか（1991）

50 滋賀県蒲生郡日野町鳥居平新田 歯 古琵琶湖層群蒲生累層，原火山灰の
上位

磯部（1990）

51 滋賀県犬上郡多賀町四手 歯 古琵琶湖層群蒲生層，桐生Ⅱ火山灰
の上位

谷本・飯島（2017）

爬虫類（スッポン類　Trionychidae gen. et sp. indet.）
52 滋賀県甲賀市佐治新田 背甲，腹甲，椎骨

板
古琵琶湖層群甲賀層 松岡ほか（1991）

53 三重県伊賀市畑村 椎骨板など 古琵琶湖層群上野層 松岡ほか（1991），奥山（1981a，
1981b，1984，1985，1986，1987，
1988，1989，1990）

爬虫類（ハナガメ　Mauremys sinensis）
54 三重県伊賀市畑村 腹甲 古琵琶湖層群上野層 奥山（1981b）
爬虫類（種類不明のカメ類　Testudinidae gen. et sp. indet.）
55 三重県伊賀市畑村 前烏口骨？，腸

骨，左大腿骨
古琵琶湖層群上野層 奥山（1984，1985， 1986，1988）
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図 １．古琵琶湖層群産脊椎動物産地地図（魚類および足跡化石は除く）．
数字はリストの番号と同じ．産地場所の不明のものや不正確のものは除いた．
一部，古琵琶湖層群よりも新しい時代のものも含んでいる．


